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学校推薦型選抜試験問題

（服飾文化専攻）

【問題】
　被服購入から消費（廃棄）までの自分の行動の課題を挙げ、その課題の解決に向けて、これ
からどうしていきたいかを述べてください。

【出題の意図と評価の観点】
　日頃から生活全般に関心を持ち、幅広く情報を収集し、分析・考察することは重要である。
本題に対して ① 題意に沿った内容か、② 事柄や事例内容の適切性、③ 構成、④ 文書表現、
⑤ 字数の 5つの観点から評価した。

　教科書では、以下の 5つの Rが持続可能な生活やエシカルな行動につながるとして取り上
げられている。
　・Refuse「いらないものは買わない」: 長く着られるものを購入しよう。
　・ Reduce「ごみが増えそうなことはしない」: 買い物に行く前に、タンスやクローゼットの
中身を点検しよう。

　・Repair「補修して長く使う」: 修理をすれば使えるか考えよう。
　・ Reuse「ごみにしないで再利用する」: 着られなくなった被服を、使ってもらえる人に渡

す方法を検討しよう。
　・ Recycle「資源として活用する」: 被服の製作にはたくさんのエネルギーも使われている。
本当に捨てるべきか考えよう。

　これら 5つの Rを自分の日常の衣生活に当てはめながら、これからの衣生活について考え
ることが求められる（家庭基礎　東京書籍 p. 159）。
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